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「風力発電を問う」―シリーズ 26

まほろば主人　　　

宮下周平編

―
第
二
十
五
章

つ
い
に
見
つ
け
た
エ
ネ
ル

ギ
ー
源

見
つ
け
ま
し
た
、
つ
い
に
日
本
に
相

応
し
い
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
。

そ
れ
は
、
古
く
し
て
新
し
い
、
新
し

く
し
て
古
い
、
万
古
に
変
わ
ら
な
い
エ

ネ
ル
ギ
ー
源
で
す
。

余
り
に
も
当
た
り
前
で
、
余
り
に
も

忘
れ
去
っ
た
、
日
本
で
こ
そ
叶
う
エ
ネ

ル
ギ
ー
だ
っ
た
の
で
す
。

以
下
は
、
こ
れ
ま
で
三
つ
の
ダ
ム
建

設
に
携
わ
っ
て
、
多
く
の
著
書
や
講
演

等
で
、
次
の
事
実
を
知
ら
せ
て
戴
い

た
、
元
国
土
交
通
省
河
川
局
長
、
日
本

水
フ
ォ
ー
ラ
ム
代
表
理
事 

竹
村
公
太

郎
氏
の
卓
見
を
、
私
見
を
加
え
つ
つ
要

約
さ
せ
て
戴
き
ま
す
。

代替エネルギー発見！！
―水力発電・水素は、日本を救う―
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正
に
、「
日
本
の
光
」
で
す
。
新
し

い
町
作
り
、
国
造
り
の
根
幹
と
な
る
べ

き
第
一
歩
を
お
示
し
頂
き
、
感
無
量
で

も
あ
り
ま
す
。
無
理
な
く
、無
駄
な
く
、

古
く
し
て
新
し
い
エ
ネ
ル
ギ
ー
再
誕
生

を
、
み
な
で
歓
び
、
学
び
進
ん
で
参
り

た
い
と
思
い
ま
す
。

一
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
自
給
率

10
％
の
日
本
は
、
滅
び
の

道
へ世

界
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
自
給
率
の
図

表
。

 

日
本
は
赤
で
12
・
1
％
。「
10
％

に
な
れ
ば
、
そ
の
国
と
文
明
は

1
0
0
%
滅
び
る
」
と
、
さ
れ
て
い

る
。そ

れ
は
、
世
界
文
明
史
で
、
全
て

証
明
さ
れ
て
来
た
こ
と
だ
。

日
本
を
、
誰
も
助
け
て
く
れ
な
い
。

最
後
、
日
本
が
エ
ネ
ル
ギ
ー
、
ま
た
は

食
料
危
機
で
孤
立
し
た
有
事
に
、
ど
の

国
も
助
け
て
は
く
れ
な
い
。 

自
力
で

生
き
延
び
る
道
を
作
ら
ね
ば
な
ら
な
い

の
だ
。

二
、四
大
文
明
と
日
本

メ
ソ
ポ
タ
ミ
ア
・
エ
ジ
プ
ト
・
イ
ン

ダ
ス
・
黄
河
の
四
文
明
は
、
全
て
滅
ん

だ
。
そ
れ
は
、
周
囲
の
樹
木
を
悉

こ
と
ご
とく
使

い
切
っ
た
か
ら
だ
。

「
日
本
は
、
森
林
の
国
、
故
に
滅
び

な
か
っ
た
」
と
、
歴
史
家
は
語
る
。
果

た
し
て
そ
う
だ
ろ
う
か
。

① 

あ
れ
ほ
ど
壮
大
な
奈
良
平
城
京
。

何
故
桓
武
天
皇
は
、
平
安
京
に
遷

都
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
か
。

画像出典：資源エネルギー庁『日本のエネルギー 2021 年度版 「エネルギーの今を知る 10 の質問」』

危険水域
１０％
近し！

出典：経済産業省資源エネルギー庁

OEDE 諸国の一次エネルギー自給率比較（2012）

そ
れ
は
、
東
大
寺
な
ど
の
寺
院
建

築
で
、
膨
大
な
木
材
を
必
要
と
し

た
か
ら
だ
。
そ
の
た
め
近
隣
の
山
々

の
木
材
を
悉
く
切
り
倒
し
て
奈
良
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盆
地
は
丸
裸
と
な
っ
た
。

② 
そ
れ
で
奈
良
か
ら
京
都
に
遷
都
し

た
。
そ
れ
も
、
2
0
0
年
間
で

同
じ
く
平
安
京
周
辺
も
丸
裸
に

な
っ
た
。

③ 

そ
し
て
、
戦

国
時
代
に
な
り
、

徳
川
家
康
が
天

下
を
取
っ
て
平

安
京
・
京
都
に

背
を
向
け
、
身

切
り
を
付
け
て

江
戸
に
遷
都
し

た
。

④ 

そ
れ
ま
で
は
、

京
都
で
朝
廷
を

支
え
る
と
い
う

の
が
従
来
の

天
下
取
り
の

常
道
。
そ
れ

を
江
戸
に
移

さ
ざ
る
を
得

な
か
っ
た
の

も
、
関
西
地

方
が
全
く
丸

裸
に
な
っ
た

為
だ
。

⑤ 

昭
和
初
期
の
比
叡
山
で
も
丸
裸
。

日
本
は
苦
し
く
な
る
と
、
み
な
木

を
伐
採
す
る
ほ
か
方
法
が
な
か
っ

た
。
つ
ま
り
日
本
で
の
エ
ネ
ル
ギ
ー

源
は
、
木
だ
け
だ
っ
た
の
だ
。

三
、
降
っ
た
雨

が
日
本
列
島
全

国
に
公
平
に
流

れ
る日

本
列
島
は
海
に
囲
ま

れ
て
い
る
。
こ
れ
は
、
お

天
道
様
が
海
水
を
照
ら

し
、
水
蒸
気
に
し
、
雨
で

四
、
先
進
国
で
雨
に
恵
ま

れ
て
い
る
の
は
日
本
だ
け

北
緯
30
度
と
南
緯
30
度
に
線
引
き
。

赤
道
地
帯
に
雨
が
多
い
の
は
当
然
だ

が
、
北
緯
30
度
以
北
に
雨
が
降
る
の

は
日
本
の
み
。
先
進
国
で
こ
れ
ほ
ど

雨
に
恵
ま
れ
て
る
の
は
日
本
だ
け
。

あ
と
の
国
々
は
、
こ
う
も
恵
ま
れ

て
は
い
な
い
。

五
、
ダ
ム
は

自
然
の
地
形

を
利
用
し
た

太
陽
エ
ネ
ル

ギ
ー
の
水
が

溜
ま
る

ダ
ム
は
近
代
的

建
造
物
だ
と
思
わ

れ
て
い
る
。
が
、

約
1
0
0
0
年
前

か
ら
満
能
池
や
狭

山
池
な
ど
、 

日
本
人

は
文
明
を
作
っ
た

瞬
間
に
、
ダ
ム
も

作
っ
て
い
た
。
そ

世界の降水量（1991 ～ 2020 年の 30 年間の平均値）

出典：気象庁 HP より

京 都 市 叡 山 ケ ー ブ ル
（京福電気鉄道）

明治中期における京都市南部の里
山の植生景観（京都市 HP より）

降
ら
せ
て
く
れ
る
。
大
体
15
日
で
一
循

環
す
る
。

日
本
は
、真
ん
中
に
脊
せ
き
り
ょ
う梁
山
脈
（
中

央
赤
線
）
が
貫
い
て
い
る
。
降
っ

た
雨
が
日
本
列
島
全
国
共
通
に

公
平
に
流
れ
る
。
こ
の
よ
う
な

国
は
な
い
。 

つ
ま
り
日
本
列
島
の

70
%
が
山
で
、
雨
が
全
国
の
あ
ら

ゆ
る
市
町
村
に
均
等
に
流
れ
る
。
こ

れ
は
、
公
平
共
有
の
財
産
で
あ
る
。
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の
よ
う
な
文
明
は
世
界
に
は
な
い
。

今
日
本
に
は
約
3
0
0
0
個
の
ダ

ム
が
あ
る
。
こ
れ
ほ
ど
の
ダ
ム
が
多
い

国
は
な
い
。

ダ
ム
は
、
太
陽
エ
ネ
ル
ギ
ー

の
チ
ャ
ー
ジ
、
つ
ま
り
バ
ッ
テ

リ
ー
で
あ
る
。
自
然
の
地
形
を
利

用
し
た
太
陽
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
水
が

溜
ま
っ
て
い
る
。
こ
れ
は
農
業
用

水
に
も
、
飲
み
水
に
も
使
え
る
。

今
か
ら
言
う
水
力
エ
ネ
ル
ギ
ー

は
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
点
で
も
、
全

く
同
じ
バ
ッ
テ
リ
ー
で
あ
る
。

こ
の
既
存
の
3
0
0
0
個
の
ダ

ム
を
最
大
限
に
利
用
す
る
と
、
日
本
は

エ
ネ
ル
ギ
ー
の
宝
庫
と
な
る
。

発
電
別
の
イ
ニ
シ
ャ
ル
コ
ス
ト
（
初

期
投
資
）
と
、
ラ
ン
ニ
ン
グ
コ
ス
ト

（
維
持
費
用
）
の
比
較
。

図
2
の
、
一
番
左
が
水
力
。
水
力
が

一
番
、
イ
ニ
シ
ャ
ル
コ
ス
ト
が
高
い
。

右
が
火
力
（
石
油
・

石

炭
・
L
N
G
）、

原
子
力
。（
3
・
11
以

前
に
通
産
省
が
作
成
し

て
、
今
は
削
除
）

水
力
は
高
い
か
ら

各
電
力
会
社
は
や
め

て
し
ま
っ
た
。
北
海

道
か
ら
沖
縄
ま
で
の

電
力
会
社
は
、
以
前

は
一
生
懸
命
取
り
組

ん
で
い
た
が
、
撤
退

し
た
。

つ
ま
り
、
各
事
業

主
の
自
分
が
手
掛
け

る
5
年
間
で
成
果
は

出
な
い
。
だ
が
、
昔

の
先
輩
た
ち
は
、
20

年
後
、
30
年
後
の
た

め
に
無
私
の
精
神
で

ダ
ム
を
作
っ
て
い
た

昭
和
の
初
期
か
ら
平

成
。

し
か
し
、
ダ
ム
は
時
間
が
か
か
る
と

厄
介
だ
と
い
う
理
由
で
、
国
も
ダ
ム
の

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
外
し
て
し
ま
っ
た
の

だ
。

 六
、
水
力
は
無
限
に
タ
ダ
、

原
価
は
０
！

石
油
と
石
炭
、
天
然
ガ
ス
は
、
み
な

安
い
。
水
力
に
比
べ
て
ト
ー
タ
ル
で

30
%
も
安
い
。

だ
が
、
上
図
の
緑
色
が
エ
ネ
ル
ギ
ー

（
光
熱
）
コ
ス
ト
。
こ
の
エ
ネ
ル
ギ
ー

コ
ス
ト
は
無
限
に
、
こ
れ
か
ら
高
騰
し

て
い
く
。 

ど
ん
ど
ん
割
合
が
増
え
て

い
く
。
現
在
も
。 

と
こ
ろ
が
、
水
力
は
無
限
に
タ
ダ
。

水
力
は
日
本
に
と
っ
て
、
原
価
は
０

で
あ
っ
た
。

年
間
日
本
が
化
石
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
世

界
か
ら
購
入
す
る
額
が
、
24
兆
円
、
消

費
税
の
22
兆
円
を
超
え
る
。

と
ん
で
も
な
い
国
富
が
垂
れ
流
さ
れ

て
い
る
。
こ
の
大
事
な
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
、

諸
外
国
に
よ
っ
て
、
私
た
ち
国
民
が
支

え
ら
れ
て
い
る
の
は
、
極
め
て
危
険
な

こ
と
だ
。 

弘法大師と満濃池
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七
、
自
給
率
を
50
％
に
、

分
散
型
と
集
中
型
の
コ
ン

バ
イ
ン 
組
み
合
わ
せ
で

電
力
自
給
率
10
%
で
は
、
文
明
は

存
在
で
き
な
い
。

こ
の
10
%
を
何
と
し
て
も
50
%

ぐ
ら
い
に
持
っ
て
行
く
。

全
国
に
あ
る
3
0
0
0
個
の
ダ

ム
は
、
一
都
道
府
県
平
均
60
個
ぐ
ら

い
あ
る
。

 

左
図
は
、
9
電
力
が
集
中
的
に
投

資
し
て
供
給
し
て
い
た
エ
ネ
ル
ギ
ー
の

八
、
神
様
が
作
っ
た
恵
ま

れ
た
国
、
幸
運
な
列
島

70
%
の
山
々
が
北
海
道
か
ら
九
州

ま
で
並
ん
で
い
る
。
こ
の
山
が
雨
を

キ
ャ
ッ
チ
し
て
エ
ネ
ル
ギ
ー
に
変
換
し

て
く
れ
る
。
平
ら
な
所
に
雨
が
降
っ
て

も
、
全
然
こ
れ
は
エ
ネ
ル
ギ
ー
に
は
な

ら
な
い
。
山
に
降
る
こ
と
に
よ
っ
て
雨

が
集
ま
り
、
沢
と
な
り
、
川
と
な
り
、

海
に
注
が
れ
て
、 

そ
の
流
れ
が
エ
ネ
ル

ギ
ー
と
な
る
。

{

急峻な日本の河川

出典：https://www.pref.kanagawa.jp/

イ
メ
ー
ジ
。
東
京
や
大
阪
は
大
電
力
が

補
給
し
な
け
れ
ば
不
足
。

大
都
市
は
火
力
な
ど
で
供
給
し

（
※
）、 

他
の
中
核
都
市
や
地
方
都
市

は
、
自
分
の
力
で
生
き
て
い
く
分

散
型
と
、
集
中
型
の
組
み
合
わ
せ

で
、
や
っ
て
い
け
る
。 

※ 

火
力
も
今
で
は
、
科
学
技
術
の
進
歩
で
C
O
2

排
出
量
は
、
最
小
限
に
抑
え
ら
れ
る
。

《
日
本
の
石
炭
火
力
発
電
所
は
ク
リ
ー
ン
》

日
本
の
環
境
技
術
は
世
界
ト
ッ
プ
ク
ラ
ス
、
大

気
汚
染
物
質
の
90
％
以
上
を
除
去
し
ま
す
。

石
炭
が
燃
焼
す
る
と
S
O
x
（
硫
黄
酸
化
物
）

や
N
O
x
（
窒
素
酸
化
物
）、
ば
い
じ
ん
（
す
す

や
燃
え
カ
ス
）
が
発
生
し
ま
す
。
日
本
は
高
度
成

長
時
代
に
は
大
気
汚
染
が
深
刻
な
問
題
で
し
た
が
、

過
去
40
年
以
上
に
わ
た
り
環
境
対
策
技
術
や
効
率

的
な
燃
焼
方
法
を
開
発
す
る
な
ど
環
境
負
荷
を
低

減
す
る
努
力
を
行
っ
て
き
た
結
果
、
世
界
の
石
炭

火
力
を
牽
引
す
る
存
在
と
な
り
ま
し
た
。　
　
　

　

今
日
、
石
炭
火
力
の
煙
は
き
ち
ん
と
し
た
浄
化

処
理
を
行
っ
た
う
え
で
大
気
中
に
放
出
さ
れ
て
い

ま
す
。
つ
ま
り″
黒
い
煙
〟
ど
こ
ろ
か
、
ほ
と
ん
ど

何
が
出
て
い
る
か
見
え
な
い
状
態
な
の
で
す
。

（
出
典
／
電
源
開
発
（
株
）「
も
っ
と
知
っ
て
ほ
し
い

石
炭
火
力
発
電
」
よ
り

火力発電における発電電力量あたり SOx、NOx 排出量の国際比較

画像出典：https://www.jpower.co.jp/ ※最先端の J-POWER・磯子は 2019 年度実績

日本列島を水力・水素エネルギー列島に

従来の集中型エネルギー
システム

50 年後の水力・水素
エネルギーシステム

未来は分散型ネットワークエネルギーシステム

驚くべき日本の

火力発電の性能

SOX 
0.002

NOX 
0.060

5



明
治
31
年

（
1
8
9
8

年
）、
グ
ラ
ハ

ム
・
ベ
ル
が
来

日
し
て
、
講
演
。

そ
の
内
容
は
日

本
の
未
来
へ
の

讃
歌
で
あ
っ
た
。

「
日
本
を
訪
れ
て
気
が
つ
い
た
の
は
、

川
が
多
く
、
水
資
源
に
恵
ま
れ
て
い
る

と
い
う
こ
と
だ
。
こ
の
豊
富
な
水
資
源

を
利
用
し
て
、
電
気
を
エ
ネ
ル
ギ
ー
源

と
し
た
経
済
発
展
が
可
能
だ
ろ
う
。
電

気
で
自
動
車
を
動
か
す
、
蒸
気
機
関
を

電
気
で
置
き
換
え
、
生
産
活
動
を
電
気

で
行
う
こ
と
も
可
能
か
も
し
れ
な
い
。

日
本
は
恵
ま
れ
た
環
境
を
利
用
し
て
、

将
来
さ
ら
に
大
き
な
成
長
を
遂
げ
る
可

能
性
が
あ
る
。」

日
本
列
島
の
70
%
の
地
形
が
、
私

た
ち
に
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
作
っ
て
く
れ
て

い
る
。
そ
の
70
%
に
雨
が
降
る
。
無

限
に
降
る
。
世
界
の
先
進
国
で
一
番
降

る
。
そ
れ
が
東
京
だ
け
に
降
ら
ず
、
全

国
す
べ
て
の
市
町
村
に
降
る
。

こ
ん
な
公
平
な
国
は
、
こ
れ
は
神

様
が
作
っ
た
と
し
か
考
え
ら
れ
な
い
。

恵
ま
れ
た
国
、幸
運
な
列
島
な
の
だ
。 

九
、
10
％
の
嵩か
さ

上

げ
で
倍
の
ボ
リ
ュ
ー

ム
、
3
0
0
0
個
が

6
0
0
0
個
に

結
論
を
先
に
言
う
と
「
嵩
上

げ
」。
分
か
り
や
す
い
図
面
が

7
ペ
ー
ジ
の
上
図
。

「
三
高
ダ
ム
」 

の
32
ｍ
の
ダ
ム
を 

44

ｍ
に
上
げ
た
。
ブ
ル
ー
の
と
こ
ろ
が
昔

作
っ
た
ダ
ム
。
ダ
ム
の
前
面
に
コ
ン
ク

リ
ー
ト
を
貼
り
付
け
て
嵩
上
げ
し
た
。

例
え
ば
1
0
0
ｍ
し
か
で
き
な
か
っ

た
所
に
あ
と
10
ｍ
上
げ
て
や
る
。 

そ

う
す
る
と
最
初
か
ら
ゼ
ロ
か
ら
作

る
よ
り
は
、
は
る
か
に
安
い
。 

す
で
に
水
が
溜
ま
っ
て
い
る
の
で 

、

環
境
的
に
も
、
影
響
が
少
な
く
、
環

境
ア
セ
ス
メ
ン
ト
が
必
要
で
な
い
。

水
没
者
も
出
な
い
。

ワ
イ
ン
グ
ラ
ス
み
た
い
に
上
が
広

が
っ
て
い
る
。
こ
れ
が
ポ
イ
ン
ト
。
専

門
的
な
図
だ
が
、
と
て
も
大
事
。 

縦
の
軸
が
ダ
ム
の
高
さ
で
、 

横
が
ダ

ム
の
ボ
リ
ュ
ー
ム
。
ダ
ム
の
高
さ
が

1
0
0
に
行
っ
た
場
合 

ボ
リ
ュ
ー
ム
は

1
0
0
に
な
る
。
ダ
ム
の
高
さ
が
50
の

時
は 

ボ
リ
ュ
ー
ム
は
20
か
ら
30
ぐ
ら
い

と
い
う
こ
と
を
表
す
。
嵩
上
げ
と
い
う

の
は 

ダ
ム
の
高
さ
を
上
げ
る
こ
と
。

上
の
方
が
広
が
っ
て
、 

シ
ュ
ッ

シ
ュ
ッ
と
横
に
伸
び

る
。
10
%
上
げ
る

こ
と
に
よ
っ
て
、

ダ
ム
の
ボ
リ
ュ
ー

ム
は
２
倍
に
な
る
。

ト
リ
ッ
ク
で
も
な
ん

で
も
な
い
。 

ダ
ム
の

上
は
広
が
っ
て
い
る

か
ら 

チ
ョ
ッ
と
上
に

上
げ
る
と 

ワ
ー
ッ
と

広
が
る
。

こ
れ
は
全
て
の
ダ

ム
は
ほ
と
ん
ど
同
じ

構
造
。
何
と
い
う
効

率
の
い
い
こ
と
か
‼

十
、
各
省
庁
の

管
轄
・
事
業
継

承
で
格
安

今
日
本
に
あ
る

3
0
0
0
の
ダ
ム

を
嵩
上
げ
す
る
こ
と

で
、
6
0
0
0
個
分
の
ダ
ム
を
作
っ

た
こ
と
に
な
る
。

極
め
て
安
価
で
完
成
す
る
。
今
な

ら
、
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
チ
ー
ム
が
残
っ

て
い
る
の
で
出
来
る
。

『北海道新聞』2016 年 12 月 10 日付より引用（図は国土交通省より）

「意外に思われるかもしれませんが、多目的ダムは目いっぱい水をため
ることはありません。特定多目的ダム法で決まっているのです。多目的ダ
ムは『利水』と『治水』の二つの目的がある。発電など利水には水をたく
さんためた方がよいが、洪水調節など治水には水を受け止めるスペースを
空けておかなくてはいけない。その間をとって水位を低くし、利水容量を
抑えているのです。法律を変えて水位を高くし、利水容量を増やすだけで、
発電量はうんと増えます。 運用の変更ですから、費用はかかりません」

―「治水」がおろそかになりませんか。
「大丈夫です。この法律ができたのは 1957 年で、時代遅れなのです。当

時は天気予報の精度が低く、台風がいつ来るかも分からなかった。今は台
風の進路は正確に予測できます。台風が襲来する 3~5 日前に放流して水位
を下げれば良いのです。『河川敷で人が流され
るから危険だ』という人もいますが、これは
単に対策の問題でしょう」

6まほろばだより No.5871 25-022 2/7



こ
れ
に
よ
っ
て
新
し
い
ダ
ム
を
作
ら

ず
に
、
も
の
す
ご
い
ボ
リ
ュ
ー
ム
の
水

力
発
電
、
無
料
の
水
資
源
で
新
し
い
自

国
の
永
遠
に
続
く
絶
対
に
枯
れ
る
こ
と

な
い
ダ
ム
が
、
遠
慮
な
く
生
ま
れ
る
と

い
う
の
が
、
説
明
の
本
質
で
あ
る
。

50％

90%

110%

100％

空白は発電できない部分

90
100

110

既存ダムを 105 嵩上げすると兆流量が 2005 になる
（イメージ）

十
一
、「
２
倍
で
な
く
10
倍
」

に
、
さ
ら
に
「
水
素
」
が

加
わ
れ
ば
、
水
力
は
打
ち

出
の
小こ

づ

ち槌

上
図
赤
枠
内
、
手
書
き
イ
ラ
ス
ト
の

青
色
斜
線
部
分
、
グ
ラ
フ
で
言
え
ば

1
0
0
%
の
下
の
90
%
の
部
分
。
こ

こ
で
発
電
を
し
て
い
る
。

な
ぜ
か
と
い
う
と
、
下
の
方
に
水
を

下
げ
た
ら
発
電
で
き
な
い
。
ど
う
し
て

も
上
の
方
だ
け
で
水
力
発
電
を
や
っ
て

い
る
。
今
度
「
嵩
上
げ
」
す
る
と
、
赤

ま
で
全
部
使
え
る
こ
と
に
な
る
。
と
い

う
こ
と
は
「
倍
な
ん
じ
ゃ
な
く
て
、

計
算
す
る
と
10
倍
に
な
る
」。
こ
れ

は
、
す
ご
い
話
で
、
本
当
に
こ
れ
リ
ア

ル
な
話
な
の
で
す
。

十
二
、
今
あ
る
ダ
ム
で
年

間
2
兆
円
、
1
0
0
年
で

2
0
0
兆
円
超
の
電
力
量
増

嵩
上
げ
と
運
用
変
更
で
水
力
発
電

の
電
力
量
が
現
在
よ
り
1
0
0
0
億

k
w
h
だ
け
増
加
。
現
在
の
家
庭
料

金
20
円
／
k
w
h
と
し
て
年
間

7



1
0
0
0
億
k
w
h
は
2
兆
円
分

に
当
た
る
。
し
か
も
純
国
産
エ
ネ

ル
ギ
ー
で
あ
る
。
半
永
久
的
に
維
持

管
理
で
き
る
ダ
ム
が
、
仮
に
1
0
0

し
か
も
、
2
5
0
万
人
く
ら
い
は
、

札
幌
に
固
ま
っ
て
い
る
。
こ
の
北
海
道

の
自
然
と
水
は
、
使
い
よ
う
。
可
能
性

は
も
っ
と
あ
る
。

国
交
省
は
一
応「
治
水
」が
名
目
。「
利

水
」
つ
ま
り
「
エ
ネ
ル
ギ
ー
」
と
い
う

と
経
産
省
か
ら
潰
さ
れ
る
。

み
な
喧
嘩
せ
ず
、超
省
庁
・
超
党
派
。

国
家
予
算
は
有
限
で
、
民
間
の
眠
っ
て

い
る
資
金
を
フ
ル
に
活
用
し
て
一
大
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
す
る
。

3
0
0
0
カ
所
を
、
10
年
計
画
で

5
0
0
く
ら
い
、
さ
ら
に
50
年
計
画

で
全
部
完
成
で
き
る
の
だ
。

十
四
、
夢
の
水
素
発
電
が
、

そ
の
ダ
ム
か
ら
、
小
水
力

発
電
か
ら

「
脱
C
O
2
、
カ
ー
ボ
ン
ニ
ュ
ー

ト
ラ
ル
」
な
ど
関
係
が
な
い
。「
環

境
破
壊
」
も
な
い
。「
風
車
病
」
も

な
い
。「
再
エ
ネ
賦
課
金
」
も
な
い
。

「
企
業
利
権
」も
な
い
。「
政
治
献
金
」

も
な
い
。
国
民
に
と
っ
て
、
イ
イ

こ
と
づ
く
め
な
の
だ
！
！

上：農林水産省、左：国土交通省の直轄ダム

年
と
し
て
も
2
0
0
兆
円
の
巨
大
遺

産
と
な
る
の
だ
。

十
三
、
北
海
道
も
、
嵩
上

げ
に北

海
道
は
、
人
口
が
5
5
0
万
人

で
、
日
本
全
土
の
4
分
の
1
く
ら
い
の

広
さ
。

コスパ最強？？ 既設ダムを活用した水力発電 | 日経クロステック（xTECH）より

8まほろばだより No.5871 25-022 2/7

出典：https://xtech.nikkei.com/

風力発電

太陽光発電

バイオマス発電

地熱発電

水力発電

71.6 倍

51.4 倍

7.5 倍

3.6 倍

1.0 倍

2万7856kl
（6万9880kW）

9298kl
（3万8874kW）

7万5390kl
（6万6360kW）

7万7732kl
（6万5000kW）

159万8280kl
（397万3490kW）

199万3122kl
（400万kW）

47万8349kl
（200万kW）

56万8040kl
（50万kW）

28万1030kl
（23万kW）

163万4360kl
（400万kW）

2009 年度実績 2030 年度目標
09 年度比

出典：（一社）九州地方計画協会 https://k-keikaku.or.jp/

所有者

北海道電力

北陸電力

中国電力

電源開発

所有者

東北電力

中部電力

四国電力

地方自治体

所有者

東京電力

関西電力

九州電力

その他

ダム数

27

24

28

46

ダム数

33

44

21

39

ダム数

57

52

42

17

電力会社が所有する水力発電用ダムの集計（2007 年現在）



さ
ら
に
、
水
は
酸
素
と
水
素
に
な

る
。
そ
の
た
め
に
は
、
電
気
が
必
要
、 

電
気
分
解
が
必
要
。

こ
の
電
気
分
解
す
る
電
気
を
、
水

力
発
電
で
や
ろ
う
と
し
て
い
る
。
目

の
前
の
水
で
電
気
を
作
っ
て
、
水
素
と

酸
素
を
作
り
、
そ
れ
で
水
素
発
電
を
行

う
。水

力
発
電
の
弱
点
は
、
運
搬
出
来
な

画像出典：https://prtimes.jp/

い
事
。
し
か
し
、
水
素
は
持
ち
運
べ

る
。
内
燃
機
関
の
自
動
車
メ
ー
カ
ー
が

水
素
製
造
と
貯
蔵
開
発
に
躍
起
だ
。
そ

の
貯
蔵
が
、
燃
料
電
池
。
水
素
を
燃
や

す
と
二
酸
化
炭
素
を
発
生
せ
ず
に
無
公

害
の
水
に
戻
せ
る
。
そ
の
水
素
エ
ネ

ル
ギ
ー
と
、
水
力
発
電
エ
ネ
ル
ギ
ー

で
、
一
切
輸
入
な
し
で
、
日
本
は

エ
ネ
ル
ギ
ー
王
国
に
な
れ
る
。

山
の
中
の
寒
村

で
、
水
と
電
気
が

作
れ
る
、
売
れ
る
。

そ
こ
で
水
素
ス

タ
ン
ド
を
み
ん

な
で
作
り
、
そ
の

地
域
の
共
同
体
が

水
素
で
生
き
て
い

く
。
水
素
社
会
の

モ
デ
ル
を
作
る
。
既
に
全
国
各
地
で
も

実
践
し
て
い
る
の
だ
。

十
五
、「
無
い
無
い
尽
く

し
」
の
子
孫
へ
の
プ
レ
ゼ

ン
ト特

に
地
方
都
市
が
、
こ
う
い
う
形

の
自
力
自
給
で
何
が
あ
っ
て
も
自

活
で
き
る
。
も
う
一
つ
、
嵩
上
げ
と

い
う
こ
と
自
体
は
、
治
水
の
問
題

で
も
、
国
も
安
全
。
国
力
も
復
活

す
る
。

ダ
ム
で
水
を
一
杯
貯
め
て
も
、
台
風

が
来
る
の
は
一
週
間
前
か
ら
分
か
る
。

一
週
間
か
け
て
ず
っ
と
減
ら
し
て
ゆ

く
。治
水
の
た
め
に
非
常
に
役
に
立
つ
。

い
い
こ
と
づ
く
め
な
の
だ
。

出典：https://38news.jp/

9



環
境
に
負
荷
を
掛
け
な
い
ク

リ
ー
ン
で
あ
る
。
も
う
誰
も
文
句
つ

け
ら
れ
な
い
話
で
は
な
い
か
。

将
来
の
子
孫
た
ち
に
つ
な
い
で
い

く
。
素
晴
ら
し
い
プ
レ
ゼ
ン
ト
。

岐阜県郡上市白
しろとりちょう

鳥町の石徹白（いとしろ）集落は、全国的に脚光を浴びている地域だ。 それは集
落のすべての世帯が参加した小規模な水力発電の取り組みによる。 このエネルギーの地産地消の
試みによって、年間の発電量は 64 万 kWh に上る。 これは一般家庭約 140 世帯分の年間使用電力
量に相当する。画像出典：https://www.youtube.com/【岐阜県郡上市】白鳥町石徹白 小水力発電より

（ 写 真 中 央 ） 東 京 から U
ターンし、石徹白小水力発
電プロジェクトの中心と
なった平野彰秀さん
https://wedge.ismedia.jp/

こ
の
技
術
は
既
存
の
技
術
。
新
し
い

技
術
は
な
い
。
や
れ
ば
や
る
ほ
ど
コ
ス

ト
も
安
く
な
る
。
そ
し
て
、長
く
続
く
。

半
永
久
、
半
無
限
。
ロ
マ
ン
と
現
実
が

融
合
し
て
い
る
。

2025 年 2 月 3 日付
『日本農業新聞』より
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木
を
大
事
に
し
、
か
つ
ま
た
水
を
大
事

に
、
そ
れ
か
ら
命
も
大
事
に
し
て
。
そ

う
し
な
け
れ
ば
「
森
の
神
様
に
怒
ら
れ

て
し
ま
う
」。

十
七
、
江
戸
の
イ
ン
フ
ラ

意
識
の
す
ご
さ

思
え
ば
、
江
戸
時
代
の
イ
ン
フ
ラ
意

識
が
す
ご
い
の
一
言
だ
。
今
、
全
て
の

日
本
の
河
川
、
何
万
と
い
う
河
川
が
あ

り
、 

全
て
海
ま
で
ド
ー
ン
と
届
き
、
堤

防
が
出
来
上
が
っ
た
。
そ
の
ほ
と
ん
ど

が
江
戸
時
代
に
作
ら
れ
た
。
こ
の
関

東
の
湿
地
帯
で
、
ワ
ァ
ー
っ
と
広
が
っ

て
い
る
こ
の
湿
地
帯
で
、「
こ
こ
で
民

を
救
い
た
い
」
と
、
目
一
杯
堤
造
り

に
頑
張
り
、
み
ん
な
力
合
わ
せ
て
、
海

ま
で
堤
防
を
造
っ
た
。 
つ
ま
り
全
部

使
え
る
よ
う
に
し
た
。
日
本
の
堤
防
の

99
・
9
%
は
江
戸
時
代
に
完
成
済

み
だ
っ
た
。

現
代
・
近
代
で
作
っ
た
の
は
荒
川
放

水
路
と
か
、
狩
野
川
放
水
路
と
か
、
放

水
路
と
名
の
つ
く
も
の
く
ら
い
し
か
な

い
。十

八
、
先
人
先
輩
の
素
晴

ら
し
さ

こ
う
い
う
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
さ
れ
た
川

で
、
上
流
に
ダ
ム
を
近
代
に
な
っ
て
ど

ん
ど
ん
作
っ
た
と
い
う
こ
と
で
、 

日
本

ほ
ど
国
土
に
投
資
し
た
国
は
な
い
、

素
晴
ら
し
い
先
輩
た
ち
だ
。 

本
当
に
先
を
見
た
、
子
孫
を
見
た
、

こ
れ
が
日
本
人
の
先
祖
を
大
事
に
、
子

孫
も
大
事
に
し
て
来
た
流
れ
で
す
。
こ

の
遺
産
を
無
駄
に
し
て
は
な
ら
な

い
。先

祖
た
ち
が
こ
う
や
っ
て
く
れ
た
お

陰
で
、
次
の
世
代
の
た
め
に
も
、
今
生

き
る
人
間
が
や
る
べ
き
事
業
だ
。 

金
は
あ
る
、
本
当
は
い
く
ら
で
も
あ

る
。
民
間
と
国
が
協
力
し
た
後
代
へ
の

大
プ
レ
ゼ
ン
ト
を
す
る
。 

こ
う
し
て
、
水
力
発
電
で
地
域
を
支

え
て
い
こ
う
と
旗
掲
げ
し
た
「
日
本

水
フ
ォ
ー
ラ
ム
」
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

が
立
ち
上
が
っ
た
。

縄文生活と水利用（出典：https://oyabe.info/）

① 水と戦った戦国の武将たち
② 人をたすけ国を作ったお坊さんたち
③ お雇い外国人と呼ばれた人たち
④ 近代土木の夜明け
⑤ 海をわたり夢をかなえた土木技術者たち

十
六
、
縄
文
的
共
生
の
世

界ダ
ム
は
よ
く
砂
が
溜
ま
っ
て
し
ま
う

と
言
う
。
今
国
土
交
通
省
は
ダ
ム
の
下

に
穴
を
開
け
て
砂
を
出
す
装
置
を
作
っ

て
い
る
。（
９
ペ
ー
ジ
下
図
）

今
ま
で
は
、
ダ
ム
を
作
る
こ
と
に
エ

ネ
ル
ギ
ー
を
か
け
て
い
た
が
、
今
の

ダ
ム
を
ど
う
や
っ
て
未
来
永
遠
に

使
う
か
と
い
う
こ
と
に
全
て
の
技

術
者
が
向
か
っ
て
、
も
う
解
決
し

つ
つ
あ
る
。

縄
文
の
頃
か
ら
自
然
と
共
に
生
き
て

き
た
中
で
、
一
番
自
然
な
形
で
、 

森
の

かこさとし絵・文
全国建設研修セン
ター刊
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十
九
、
今
上
陛
下
も
。
国

家
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
と
し
て

水
と
い
う
こ
と
で
、
今
上
陛
下
が
こ

の
フ
ォ
ー
ラ
ム
に
関
わ
っ
て
い
ら
っ

し
ゃ
い
ま
す
。

こ
れ
は
「
国
家
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」

と
し
て
や
ら
な
く
て
は
な
ら
な
い
。
国

民
側
も
強
い
意
識
を
持
た
な
け
れ
ば
い

け
な
い
。

今
上
陛
下
は
、オ
ッ
ク
ス
フ
ォ
ー

ド
留
学
さ
れ
て
以
降
、
水
に
関
し

て
ず
っ
と
研
究
さ
れ
て
お
ら
れ
た
。

水
は
、
あ
る
意
味
で
は
ポ
リ

テ
ィ
カ
ル
（
政
治
的
）
な
と
こ
ろ

が
あ
る
。

日
本
国
内
に
は
国
際
河
川
を

持
っ
て
い
な
い
。
国
際
河
川
が

な
い
と
い
う
こ
と
は
日
本
国
内
の

川
し
か
な
い
。
水
と
い
う
事
に
な

る
と
、
韓
国
も
中
国
も
北
朝
鮮
も
ソ
連

も
、
敵
で
は
な
い
ん
で
す
。
水
争
い

が
な
く
、
戦
争
の
火
種
が
な
い
。

ヒ
マ
ラ
ヤ
か
ら
落
ち
る
メ
ナ
ム
川
、

メ
コ
ン
川
は
悲
惨
だ
。
み
ん
な
飢
え
と

戦
禍
で
メ
チ
ャ
メ
チ
ャ
に
な
っ
て
い

る
。我

々
の
国
は
オ
ン
リ
ー
ワ
ン
。

故
に
、
川
を
最
大
限
生
か
す
べ
き
で

あ
る
。

二
十
、
北
海
道
の
こ
れ
か
ら

今
、
私
た
ち
の
宝
物
と
も
言
う
べ
き

山
、
木
々
を
切
っ
て
そ
こ
に
ソ
ー
ラ
ー

パ
ネ
ル
や
風
力
発
電
を
設
置
し
て
い
る

の
は
、
現
状
に
逆
行
し
て
い
る
こ
と
、

や
っ
て
は
い
け
な
い
こ
と
と
、
声

を
上
げ
て
い
く

べ
き
事
な
の
だ
。 

前
政
権
は
ウ
ク

ラ
イ
ナ
に
、
2
兆

3
千
億
、
さ
ら
に

9
兆
円
を
差
し
出

し
た
と
い
う
。
そ

れ
以
前
に
、
能
登

の
災
害
地
に
拠
出

で
き
な
か
っ
た
の
か
。

　

そ
し
て
全
国
に
、
こ
の
水
力
発
電
を

い
く
つ
も
再
生
さ
せ
ら
れ
る
だ
ろ
う
。

　
二
十
一
、
あ
の
日
救
っ
た

の
は
？

　

思
い
出
し
て
く
だ

さ
い
。

　

2
0
1
8
年
９
月

６
日
早
朝
に
胆
振
東

部
地
震
で
、
全
道
を

襲
っ
た
日
本
初
の
ブ

ラ
ッ
ク
ア
ウ
ト
。
そ

の
窮
地
を
救
っ
た
の
が
、
原
発
で
も
な

い
。
太
陽
光
で
も
な
い
。
ま
し
て
や
風

車
で
も
な
い
。
水
力
だ
っ
た
の
だ
。

最
後
は
、
京
極
の
揚
水
発
電
だ
っ
た
。

画像出典：www.youtube.com/「天皇陛下、世界水フォーラムでビデオ講演」（毎日新聞）より
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何
故
、
こ
う
も
私
た
ち
は
、
水
の
威

力
を
見
直
せ
な
か
っ
た
の
だ
ろ
う
か
。

　

日
本
に
は
、
身
近
に
し
て
、
こ
ん
な

に
も
力
強
い
味
方
が
あ
っ
た
の
だ
。

　

こ
れ
か
ら
は
、
水
力
新
時
代
が
到

来
す
る
。

画像出典：https://www.kajima.co.jp/
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